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わ
が
閣
に
お
け
る
、
中
央
ア
ジ
ア

・
テ
ュ
ル
ク
民
族
史
研
究
は
、
総
じ
て
、

未
設
淫
の
段
階
に
停
ま

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
研

究
者
の
紹
釘
数
が
不
足
し
て
い
る
矯
で
は
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
、
二
つ
の
原

因
が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。

そ
の
一
つ
は
、

史
料
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

塞
外
史
研
究
、
西
域
史
研
究
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
が
図
の
テ

ュ
ル

ク
民
族
史
研
究
、
中
央
ア
ジ
ア
史
研
究
は
、
そ
の
名
、
か一
示
す
通
り
、
漢
文
史
料

を
最
大
の
技
り
所
と
し
て
妥
迷
し
て
き
た
。
そ
の
局
、
漢
文
史
料
の
盟
富
な、

或
い
は
、
他
史
料
の
利
用
し
に
く
い
時
代

・
地
域
に
研
究
が
集
中
し
て
き
た
。

時
代
的
に
は
、
唐
代
以
前
や
清
朝
統
治
時
代
が
、
地
域
的
に
は
、

「
東
ト

ル
キ

ス
タ
ン
」
を
中
心
と
す
る
中
園
周
逃
地
域
、が
、
主
と
し
て
そ
の
研
究
釣
象
と
な

っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
設
雅
夫
『
古
代
ト
ル
コ

民
族
史
研
究
i
』
(
東
京
一

九
六
七
〉
は
、
塞
外
史
研
究
の
仰
統
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
そ
れ
に
、
テ
ナ
ル
ク

文
献
間
半
の
成
果
を
存
分
に
利
用
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
大
者
で
、
テ
ュ
ル

ク
古
代

史
研
究
を
代
表
す
る
も
の
と
い
え
る
。
「
西
突
廠
」
に
関
す
る
記
述
が
無
い
と

の
批
一
蜘
も
、

著
者
名
が

「
l
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
今
後
、
解

答
が
な
さ
れ
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
ま
た
、
佐
口
透
『
一
八
|
一
九
世
紀
東
ト

ル
キ
ス

タ
ン
吐
曾
史
研
究
』
(
東
京

一
九
六
一
二
)
は
、
羽
田
明
氏
に
始
ま
り
、

佐
口
、
嶋
田
袈
一中
南
氏
ら
の
参
加
を
み
て
盛
ん
と
な
っ

た、

消
代
の
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
史
研
究
の
成
果
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
著
作
に
も
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
園
の
研
究
者
は
、
漢
文
史

料
を
駆
使
し
て
、
今
世
紀
最
大
の
中
央
ア
ジ

ア
史
家
パ
ル
ト
リ
ド
も
手
の
居
か

な
か
っ
た
領
域
で
、
着
々
と
世
界
的
レ
ヴ
占

ル
の
研
究
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

し
か
し、

漢
文
史
料
の
威
力
が
及、
は
な
い
領
域
へ
一
歩
足
を
踏
み
出
せ
、は
、
そ

の
研
究
は
全
く
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
漢
文
史
料
に
比
べ
て
、

首
該
地
史
料

は
、
紹
針
金
が
少
な
い
上
に
、

極
め
て
入
手
し
に
く
か
っ
た
こ
と
と、

そ
う
し

た
史
料
を
使
い
こ
な
せ
な
か
っ
た
こ
と
と
が
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ

る。

こ
う
し
た
中
で
、
羽
田
亨
氏
に
始
ま
り
、
山
田
信
夫
氏
ら
を
中
心
と
し
て

進
め
ら
れ
て
き
た
ウ
イ
グ
ル
文
の
経
典

・
文
書
類
の
研
究
が
、
ひ
と
り
高
水
準

を
保
っ
て
い
る
の
は
、
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
わ
が
固
に
存
在
し
て
い
る
か
ら

だ
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

以
上
よ
り
、
研
究
水
準
の
低
い
理
由
の
一
つ
は
、
研
究
に
不
可
飲
な
笛
該
地

史
料
の
利
用
が
不
充
分
で
あ
っ
た
尽
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、

近
年
、
各
地
へ

の
留
皐
も
盛
ん
と
な
り
、
語
感
ナ
の
障
壁
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
解
消
さ
れ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
ソ
連
邦
や
イ
ラ
ン
を
中
心
と
し
て
、
新
し
く
、
史
料
類
が
刊

行
さ
れ
、

考
古
事

・
民
族
皐
の
調
査
報
告
が
な
さ
れ
る
一
方
、

古
く
に
出
版
さ

れ
た
史
料
や
古
典
的
研
究
書
一も、

リ
プ
リ
ン
ト
版
で
容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
例
え
ば
、
N
w
h

忠
実
・昌
弘司
H

白
は、

十
年
程
前
ま
で
は
、

英
認
本
さ
え
も
稀
少
で
あ
っ
た
が、

今
で
は
リ
プ
リ
ン
ト
の
お
蔭
で
、
篤
本
の

フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
版
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
バ
ル
ト
リ
ド
の
研
究
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に
も
、
八
容
を
数
え
る
「
選
集
」
が
刊
行
さ
れ
て
、
現
在
で
は
容
易
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
が
、
ソ
連
邦
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
未
公
開

史
料
の
路
大
さ
を
想
え
ば
、
史
料
の
問
題
は
、
好
柚
押
し
て
い
る
と
は
い
え
、
未

だ
依
然
と
し
て
大
き
な
障
害
で
あ
る
こ
と
に
獲
わ
り
は
な
い
。
関
係
諸
機
関
の

鐙
カ
が
期
待
さ
れ
る
。

第
二
に
、
研
究
者
自
身
の
持
つ
問
題
意
識
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

従
来
の
中
央
ア
ジ
ア
史
研
究
は
、
一
九
七
O
年
の
史
皐
雑
誌
「
回
顧
と
展
望
」

で
、
榎
本
方
雄
氏
が
、
「
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
を
中
心
と
す
る
東
西
交
通
路
の
通
過
地

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
中
央
ア
ジ
ア
史
」

で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
匂
よ
う

に、

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
的
」
竣
想
に
基
づ
い
た
研
究
が
主
流
を
占
め
て
き
た
。

中
で
も
、
歴
史
的
地
理
撃
的
研
究
に
は
多
く
の
優
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
松

田
欝
男
『
古
代
天
山
の
歴
史
地
理
事
的
研
究
』
(
東
京

一
九
五
六
)
は
、
長

津
和
俊
氏
の
言
を
借
り
れ
ば
、
正
に
、
「
明
治
以
来
、
長
い
惇
統
を
有
す
る
西
域

史
地
亭
は
、
こ
こ
に
一
つ
の
ピ
!
ク
に
到
達
し
同
」
著
作
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

閉
宇
問
的
研
究
と
は
別
に
、
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
に
劃
す
る

一
般
の
人
々
の
閥
心
も
非

常
に
根
強
い
も
の
が
あ
る
。
重
一回庖
の
庖
頭
に
、
「
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
・
・
」

「
東
西

交
流
:
・
」
と
い
っ
た
書
籍
を
見
ぬ
時
は
な
い
し
、
雑
誌
『
月
刊
シ
ル
ク
ロ

ー

ド
』
の
護
行
部
数
は
数
高
部
に
達
し
た
と
聞
く
。
世
人
の
憧
僚
に
も
似
た
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
へ
の
関
心
は
、
近
年
、
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
中
央
ア
ジ
ア
像
が
ゆ
が
め
ら
れ
た
形
で
紹
介
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
は
さ
れ
て
も
、
我
々
に
と
っ
て
誠
に
心
強
い
限
り
で
あ

る
。
が
、
一
方
、
そ
れ
に
迎
合
す
る
か
の
よ
う
に、

「
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
と
名

付
け
さ
え
す
れ
ば
・
:
」
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
撃
問
的
」
著
述
が
見
か
け

ら
れ
る
の
も
事
責
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
的
」
関
心
が
、
中
央
ア
ジ
ア
諸

民
族
史
研
究
の
愛
展
を
阻
害
し
て
い
る
と
の
批
剣
も
起
こ
っ
て
き
た
。

一
九
六
八
年
榎
本
氏
は
、
『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
創
刊
践
で
、同
研
究
曾
の
研
究

方
向
を
述
べ
つ
つ
、
非
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
非
中
図
的
地
域
の
吐
曾
を
研
究
す
る
に
@
 

は
、
非
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

・
非
中
園
的
視
鮎
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
と
提
起
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、

一
九
七
三
年
の
史
皐
雑
誌
「
回
顧
と
展
望
」
で
、
森
安
孝

夫、

梅
村
坦
爾
氏
は
、

「そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
民
族
を
『
東
西
南
北
と
の
交
渉
・

劉
立
』
の
中
心
に
据
え
、
そ
の
地
域
な
い
し
民
族
自
身
の
歴
史
を
内
側
か
ら
構

⑤
 

成
し
て
い
く
方
向
」
で
研
究
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
う
し
た
意
見
に

代
表
さ
れ
る
若
手
を
中
心
と
し
た
動
き
は
、
従
来
の
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
的
」
親

貼
を
痛
烈
に
批
判
し
て
、
中
央
ア
ジ
ア
そ
の
も
の
を
中
心
に
見
据
え
た
研
究
を

め
ざ
そ
う
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
大
上
段
に
振
り
か
ぶ
っ
た
万
を
ど

の
よ
う
に
振
り
下
ろ
す
か
、
す
な
わ
ち
、
各
自
の
問
題
意
識
を
研
究
の
上
に
ど

う
具
現
化
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
決
し
て
解
答
が
得
ら
れ
た
と
は
言
い
難
い
。

し
か
し
、

筆
者
と
し
て
も
、
中
央
ア
ジ
ア
の
住
民
の
立
場
に
立
と
う
と
志
向
す

る
研
究
態
度
に
よ
っ
て
の
み
、
中
央
ア
ジ
ア

・
テ
ュ
ル
タ
民
族
史
研
究
の
停
滞

的
現
吠
は
打
破
さ
れ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
述
べ
て
き
た
事
を
踏
ま
え
て
、

今
後
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で

心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
、
そ
の
前
提
篠
件
と
も
い
え
る
事
柄
を

自
分
な
り
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

ま
ず
、
中
央
ア
ジ
ア

・
テ

ュ
ル
ク
民
族
史
研
究
に
は
、
量
の
多
少
は
あ
る
に

し
ろ
、
必
ず
や
、

嘗
該
地
住
民
の
遺
し
た
史
料
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
な
く
し

て
は
、
研
究
も
進
捗
し
な
い
し
、
ま
た
、

そ
れ
な
し
の
研
究
は
無
意
味
で
あ

る
。
研
究
針
象
と
な
る
民
族
な
り
地
域
な
り
の
遺
産
を
利
用
す
る
こ
と
が
、
研

究
者
に
課
せ
ら
れ
た
第
一
の
係
件
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
利
用
す
る
史
料
の
批
判
刊
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
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更
に
、
そ
の
史
料
を
如
何
に
扱
う
か
、
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
に
つ
い
て
、

自
己
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で

は
、
自
分
の
持
つ
問
題
意
識
を
、
史
料
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
研
究
と
結
び
つ

け
る
か
が
問
わ
れ
て
く
る
。
第
一
の
係
件
と
第
二
の
そ
れ
と
は
、
正
に
、

表一一袋

一
一
位
を
な
し
て
お
り
、
各
自
の
研
究
姿
勢
に
深
く
閥
わ
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。そ
し
て
、
第
三
に
、
研
究
に
必
要
な
、
い
わ
ゆ
る
周
遊
科
容
の
基
礎
知
識
修

得
が
組
制
到
の
係
件
で
あ
る
。
特
に
、
フ
ィ
ロ
ロ

ジ
カ
ル
な
知
識
の
修
得

|

|
決

し
て
フ

ィ
ロ
ロ

l
ク
と
し
て
で
は
な
く
、
歴
史
家
と
し
て
の
そ
れ
ー
ー
は
、

言

語
が
多
岐
に
亙
る
中
央
ア
ジ
ア
史
研
究
に
は
不
可
飲
の
係
件
で
あ
ろ
う
。

以
上
三
貼
は、

何
も
殊
更
に
述
べ
た
て
る
ま
で
も
な
い
極
く
常
識
的
な
事
柄

で
あ
る
。
が
、
そ
の
常
」
識
が
、
果
し
て
、
「
門
学
界
」

の
常
識
と
し
て
受
け
入
れ

ら
れ
、
す
べ
て
の
研
究
に
生
か
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
研
究
が
、
あ
く
ま

で
研
究
者
の
主
穏
性
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
あ
え
て
、
常
識
的

と
も
思
わ
れ
る
事
柄
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
前
提
後
件
を
確
認
し
た

時
、
自
ず
か
ら
、

今
後
の
中
央
ア
ジ

ア

・
テ
ュ
ル
タ
民
族
史
研
究
の
展
望
は
開

け
て
く
る
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
前
節
で
述
べ
た
三
線
件
に
沿
っ
た
研
究
を
、
一
九
六
九
年
以
降

を
中
心
と
し
て
整
理
し
て
み
よ
う
。
こ
の
年
を
直
切
り
と
す
る
の
は
、
一
つ
に

は
、
一
九
六
九
年
か
ら
七
一
年
に
か
け
て
殻
刊
さ
れ
た

『
岩
波
講
座
世
界
歴

史
』
に
、
ほ
ぼ
、
従
前
の
研
究
成
果
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
も
う

一
つ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
大
皐
紛
争
」
と
並
行
し
て
、
前
節
で
も
繍
れ
た
よ
う

に
、
「
ア
ジ
ア
文
化
研
究
曾
」
等
に
代
表
さ
れ
る
若
手
研
究
者
の
、
新
し
い
研

究
観
鮎
を
求
め
る
活
動
、
か
活
霊
化
し、

そ
れ
が
、
様
々
な
形
で
「
皐
界
」
に
影

響
を
輿
え
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
央
ア
ジ
ア
の
テ
ナ
ル

ク
民
族
史
を
眺
笠
す
る
と
、

二
つ
の
大

き
な
流
れ
の
存
在
に
気
付
く
。
そ
の
一
つ
は
、
十

一
世
紀
を
中
心
と
し
た
テ
品

ル
ク
族
の
民
族
移
動
||
東
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ト
ル
キ
ス
タ

ン
」
が
成
立

し
、
西
で
は
、
ォ
グ
ズ
族
、か
セ
ル
ジ
ュ

l
F
朝
や
オ
ス
マ
ン
朝
な
ど
の
園
家
を

建
設
す
る
ー
ー
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
、
モ
ン
コ
ル
帝
園
の
輿
亡
の
中
か
ら
新

た
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
テ
ュ

ル
ク
民
族
の
動
き
|
|
東
で
は
、
モ
グ
l
リ
ス

タ
ー
ン
汗
園
か
ら
ホ
ジ
ャ
家
の
支
配
時
代
を
経
て
清
朝
の
新
彊
省
統
治
へ
と
績

き
、
西
で
は
、
テ
ィ
ム
|
ル
朝
の
成
立
と
ウ
ズ
ベ
ク
族
、
カ
ザ
l
フ
族
の
民
族

形
成
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
シ
ャ

イ
バ
l
ニ
l
朝
」
「
ウ
ズ
ベ
ク
三
汗
図
」
時
代

を
経
て
ロ
シ
ア
の
中
央
ア
ジ
ア
支
配
に
至
っ
て
い
る
ー
ー
が
そ
れ
で
あ
る
。
以

下
、
こ
れ
ら
二
つ
の
流
れ
に
従
っ
て
述
べ
て
み
よ
う
。

中
央
ア
ジ
ア
の
ウ
イ
グ
ル
族
に
関
す
る
研
究
は
、
羽
田
亨
氏
に
始
ま
り
、
安

部
健
夫
『
西
ウ
イ
ク
ル
園
史
の
研
究
』
(
京
都
一
九
五
五
)
に
於
い
て
、
一

つ
の
蹄
結
貼
を
見
い
だ
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
を
新
た
な
出
後
鮎
と
し
て
、
現

在
の
J
W
究
方
向
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
確
か
に
、
山
田
氏
の
指
摘
し

て
い
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

森
安
孝
夫
「
ウ
イ
ク
ル
と
吐
蕃
の
北
庭
字

奪
戦
及
び
そ
の
後
の
西
域
情
勢
に
つ
い
て

」
(
『
東
洋
間
宇
報
』
五
五
|
四

一
九

七
四
)
は
、
安
部
氏
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
、
氏
の
設
を
支
持
・
補
強
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
山
田
信
失
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン

の
成
立
」
(
『
岩
波

・
世
界
歴

史
』
六
一
九
七

O
)
は
、
安
部
氏
の
西
ウ
イ
グ
ル
大
帝
国
設
や
、
ヵ
ラ

ハ
ン

朝
ウ
イ
グ
ル
訟
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
「
A
-
A
研
」
の
「
イ
ス
ラ
ム
化
研
究
曾
」
を
中
心
と
し
て
、
中
央

ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム

化
に
闘
す
る
研
究
も
活
設
に
行
な
わ
れ
た
。
間
野
英
二

co
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「
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
化
」
(
『
イ
ス
ラ
ム
化
に
か
ん
す
る
共
同
研
究
報
告

(
績
)
』
東
京

一
九
六
九
〉
、
『
「
ト
ル
コ
族
と
イ
ス
ラ
ム
」
に
闘
す
る
共
同
研

究
報
告
』
(
東
京
一
九
七
四
)
に
収
録
さ
れ
た
羽
田
明
、
小
田
寄
典
爾
氏
の

報
旬
、
更
に
、
羽
田

「
イ
ス
ラ
ム
と
ト
ル
コ
民
族
」
(
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
一
四
|

二
一
九
七
二
)
等
が
、
活
動
の
成
果
と
し
て
愛
表
さ
れ
た
。
中
央
ア
ジ
ア
の

テ
ュ
ル

ク
化

・
イ
ス
ラ
ム
化
の
問
題
は
、
研
究
者
に
と
っ
て
不
可
避
の
研
究
課

題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
欣
況
下
に
、
護
氏
は
、
『
中
国
文
明
と
内
陸
ア
ジ
ア
』
(東

京

一

九
七
四
〉

の
一
節
と
し
て

「ト

ル
キ
ス
タ
ン
の
成
立
へ

」
(
傍
貼
筆
者
)
を
者

わ
し
た
。
題
名
に
も
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
前
掲
山
田
氏
の
設
を
批
剣
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
氏
は
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
成
立
に
つ

い
て
は
山
田

説
を
支
持
す
る
が
、
パ
ミ
l
ル
以
西
が
殿
密
な
意
味
で

「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
と

な
る
の
は
、
ゥ
、
ス
ベ
ク
族
が
十
六
世
紀
初
頭
に

テ
ィ
ム

l
ル
帝
園
を
瓦
解
さ

せ
、
シ
ル
ダ
リ
ア
以
南
の
地
に
定
住
す
る
そ
の
時
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
述
べ
て
い
旬
。
氏
の
見
解
は
多
分
に
直
観
的
で
は
あ
る
が
、
無
-
艇
で
き
な

い
も
の
を
含
ん
で
い
る
。

と
い
う
の
は
、
十
六
世
紀
初
頭
に
記
さ
れ
た
ウ
ズ
ベ

グ
史
料
に
は
、
設
氏
の
主
張
を
裏
付
け
る
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
に
現
わ
れ
る
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
地
方
」
と
い

っ

た
呼
稽
が
指
示
し
て
い
る
の
は
、
ヤ
ス
(
現
ト
ル
キ
ス
タ
ン
市
)
、

ス
ィ
グ
ナ

夕
、
ス
ザ
タ
等
の
町
を
中
心
と
し
た
シ
ル
タ
リ
ア
中
流
域
の
地
方
な
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
糾
問
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
に
は
、
終
始
マ
l

-

ワ
ラ
l

・
ア
ン
ナ
フ
ル
玄
白

tE
芯〆
-E
E
の
名
稿
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、

護
氏
の
設
定
し
た
一
六
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
少
く
と
も
笛
時
の

マ
l

・
ワ
ラ
l

・
ア
ン
ナ
フ
ル
の
知
識
人
の
意
識
す
る
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」

は
、
未
だ
、
シ
ル
河
以
北
の
地
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
が
、
問
題
は
更
に
多

岐
に
亙
る
の
で
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ウ
イ
グ
ル
族
に
闘
す
る
も
う
一
つ
の
研
究
傾
向
と
し
て
、

文
書

・
経
典
類
の

基
礎
的
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。
森
安
孝
夫
「
ウ
イ
グ
ル
悌
教
史
史
料
と
し
て
の

棒
杭
文
書
」
(
『史
事
雑
誌
』
八
=
一|
四

一

九

七

四
)
は
、

棒
杭
に
-
記
さ
れ
た

漢
文
の
解
讃
を
、
小
田
蕎
典
「
ウ
イ
グ
ル
文
文
殊
師
利
成
就
法
の
断
片

一
葉
」

(『
東
洋
史
研
究
』一一一一
二
|
一
一

九
七
四
)
は
、
大
谷

コ
レ
ク
シ
2

ン
の
ウ
イ

グ
ル
文
二
六
九
五
の
解
説
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
小
田
氏
が
そ
の
奥

書
に
つ
い
て
燭
れ
た
大
英
博
物
館
所
蔵

。
ア
∞
N
H
M

文
書
は
、
庄
垣
内
正
弘

「
ウ
イ
グ
ル
語
篤
本

・
大
英
博
物
館
蔵

。
『
・
∞
N
H
N
〈

5
3
に
つ

い
て
」
(『
東

洋
翠
報
』
五
六
|
一
一
九
七
四
)
で
研
究
さ
れ
て
い
る
。

経
典
類
の
研
究
と
並
ん
で、

文
書
類
の
そ
れ
も
山
田
氏
を
中
心
と
し
て
盛
ん

に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
史
に
つ

い
て
は
、
山
田
信
夫
「
ウ
イ
グ
ル
文

書
・
資
料
と
研
究
」
(『
中
央
ユ
ー
ラ
シ

ア
文
化
研
究
の
-
課
題
と
方
法
』
盟
中

一
九
七
五
〉
に
詳
し
い
の
で
こ
こ
で
は
重
複
を
避
け
る
が
、

山
田
氏
の
精
力
的

な
文
書
資
料
の
紹
介

・
研
究
は
、
世
界
の
皐
界
で
も
高
く
許
領
さ
れ
て
い
る。

こ
う
し
た
基
本
的
な
研
究
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
成
果
が
、
歴
史
研
究
の
場
に
生

か
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
す
ば
ら
し
い
限
り
で
あ
る
。
「
今
後
の
ウ
イ
グ
ル
文

書
研
究
の
課
題
は
、
歴
史
研
究
資
料
と
し
て
康
く

利
用
で
き
る

形
に
な
る
こ

@
 

と
」
と
、
氏
自
身
も
述
べ
て
い
る
が
、
我
々
も
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

一方、

従
来
、
わ
が
閣
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
正
に
「
屋
棋
」

で
あ
-っ
た
パ

、
l
ル
を
西
へ
越
え
た
研
究
も
、
わ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
る
が
現
わ
れ
始
め
た
。

服
部
直
人
「
サ
l
マ
l
ン
朝
家
系
上
の
諸
問
題
」
(
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
一
八
|
一

一
九
七
五
)
は
、
ベ
ル
シ

ア
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
の
文
献
資
料
に
、
貨
幣
間
竿
の

手
法
を
と
り
入
れ
た
研
究
で
、
サ
l
マ
l
ン
朝
が
ト
ル
コ
系
王
朝
で
あ
っ
た

と、

従
来
の
イ
ラ
ン
系
説
を
否
定
し
て
い
る
。
氏
の
精
力
的
な
文
献
渉
開
矧
に
は

-137ー
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潟
ろ
か
さ
れ
る
。
今
後
の
活
協
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同

『
晩
秋
の

へ
ラ
1

ト
』
(
京
都

一

九
七
五
)
は、

ガ
ズ
ナ
朝
史
料
と
し
て
知
ら
れ
る
バ

イ
ハ

l
キ
!
の
作
品
の

へ
ラ
l
卜
に
闘
す
る
部
分
を
邦
課
し
た
も
の
で
あ
る
。

オ
グ
ズ
族
の
仰
承
を
紹
介

・
翻叩押
し
た
、

本
田
貿
信

・
小
山
陥

一
郎

「
オ
グ

ズ
リ
カ
ガ
ン
説
話
H
」
(『
北
方
文
化
研
究
』
七

一
九
七
四
)
が
愛
表
さ
れ
る

一
方
、
清
水
宏
耐
氏
は

「
ブ
ワ
イ
フ
朝
の
軍
隊
」

(『史
息
子
雑
誌
』
八
一

l
一一一

一
九
七
三
〉
に
綴
い
て
、

「
イ
ブ
ラ
l
ヒ
l
ム
・
イ
ナ
l
ル
と
イ
ナ
l
リ
ヤ
l

ン
|
|
大
セ

ル
ジ

ュ
|
ク
朝
初
期
の
ト
ル
コマ

ン
集
闘

|
|
」

(『
イ
ス
ラ
ム
世

界
』

一
O

一
九
七
五
)

を
若
わ
し
た
。

セ
ル
ジ

ュ
i
ク
朝
史
研
究
は
、
従

来
、
誰
も
が
そ
の
必
要
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
史
料
的

・
語
翠
的
障
害
か
ら
二

の
足
を
踏
ん
で
い
た
だ
け
に
、
氏
の
、

今
後
の
碗
鍛
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る。

さ
て
、
モ
ン
コ

ル
帝
国
以
降
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
東
ト
ル
キ
ス

タ
ン

に
閥
す
る

一
九
七

O
年
以
前
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
佐
口
氏
が
『
岩
波

・

世
界
歴
史
』

一
一一一〈

一
九
七

一
)
に
後
表
し
た

一
連
の
論
文
に
要
領
よ
く
ま
と

め
ら
れ
る
の
で
、
改
め
て
述
べ
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
唯
、
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
は
、
根
本
史
料

可
守
町立
よ

同
2
と
忌

の
認
本

(大
英
博
物
館前畑

O
司・

5
3
が
、
本
田
賀
信
氏
に
よ

っ
て
将
策
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
M
3h

州、町立

ι

勾

S
F町民
間
に
は
、
従
来
、
英
誇
木
で
し
か
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
だ

け
に
、
こ

の
功
績
は
大
き
い
。

一
五

・
六
世
紀
の
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
史
、
東

ト
ル
キ
ス
タ
ン
史
解
明
の
上
で
不
可
歓
な
史
料
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
テ
ィ
ム

l
ル
朝
や
、
ウ
ズ
ベ

グ

・
カ
ザ
l
フ
勢
力
等
の
研
究
に
も
必
須
の
も
の
で
あ

る。

間
野
英
二

「
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
遊
牧
枇
禽
史
序
説
」
(『
西
南
ア
ジ
ア
研

究
』

一
七

一
九
六
六
)
は
、
こ

の
篤
本
を
活
用
し
た
と
こ
ろ
に
最
大
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

U
1
弘
之
主
・
民
同
去
と
R

出
向
と
並
ぶ
根
本
史
料
、
明
賓
録
の
中
央
ア

ジ
ア
閥
係
の

記
事
を
あ
つ
め
た

『
明
代
西
域
史
料

明
貫
録
抄
』
(京
都
一
九
七
回
)
が
刊

行
さ
れ
た
。
今
後
、
内
外
の
研
究
者
に
多
大
の
便
を
輿
与え
る
で
あ
ろ
う
。
が
、

煩
雑
で
あ
る
と
は
い
え
、
版
本
の
違
い
に
よ
る
異
向
、
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は

解
せ
な
い
。
こ
れ
を
利
用
し
て
早
速
、

堀
直
「
明
代
の
ト
ゥ

ル
フ

ァ
l
ン
に

つ

い
て
」
(『
待
粂
山
論
叢
』

八

一

九

七
五
)
が
設
表
さ
れ
た
。
貫
録
と
前
掲

吋
九
三
主

凡
同
S
と
と
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ス
ラ
l
ム
史
料
と
を
封
照
し
て
、

一
五
|
一
七
世
紀
の
ト
ゥ

ル
フ
ァ
l
γ
支
配
勢
力
の
系
統
を
論
じ
た
も
の
で
あ

る
。
課
緬
が
多
い
よ
う
で
、
胸
骨
崎
の
誤
り

・
不
統

一
が
自
に
つ
く
の
は
残
念
で

あ
る
。
氏
に
は
、
同

「
カ
シ

ュ
ガ
ル
汗
闘
の
成
立
に
つ
い
て
」
(『
ア
ジ
ア
文
化

研
究
』
一一

一
九
六
九
)
、
同

「
明
代
の
中
央
ア
ジ
ア
|

|
土
魯
蕃
に
つ

い
て

|
|
」
(『
同
』
一一一

一
九
七

O
)
が
あ
り
、
中
村
哲
郎

「
十
六
世
紀
中
頃
以
降

の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
祉
禽
史
に
つ
い
て
」
(
同
)
は
、
「
ア
ジ

ア
文
化
研
究
曾
」

の
活
動
報
告
で
あ
る
。

清
代
に
は
い
っ
て
、
佐
口
透

「
チ
ャ
ガ
タ
イ

・
ハン
家
の

末
奇
と
清
朝
」

(
『
東
西
文
化
交
流
史』

東
京

一
九
七
五
)
は、

ト
ゥ
ル
フ

ァ
ン

に
操
っ

た
チ

ャ
ガ
タ
イ

・
ハ
ン
家
王
侯
と
清
朝
と
の
関
係
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
松

氏
の
組
貸
す
句、

演
田
正
美

「ム

ッ
ラ
l

・
ビ
ラ
l
ル
の

『
聖
戦
記
』
に
つ
い

て
」
(『
東
洋
皐
報
』
五
五
|
四

一
九
七
四
)
は
、
ム

ッ
ラ
1

・
ビ
ラ
l
ル
を

通
じ
て
笛
時
の
人
々
の
心
情
へ
と
迫
っ
て
い
っ
た
氏
の
研
究
姿
勢
が
、
調
む
者

す
べ
て
の
心
を
う
つ
。
我
々
は
、
史
料
紹
介
の
中
に
、
そ
れ
を
越
え
た
、
氏
の

歴
史
に
謝
す
る
深
い
洞
察
を
讃
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
決
し
て
問

題
な
し
と
は
し
な
い
が
。
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
カ
ル
な
知
識
の
裏
付
け
が
論
崎
に
重
み

を
加
え
て
い
る
。
「
歴
史
的
背
景
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
た」

と
の
批
剣
も
あ
る

が
、
筆
者
は
む
し
ろ
、
こ
の
論
説
こ
そ
、
今
後
の
中
央
ア
ジ
ア

・
テ
ュ
ル
タ
民

族
史
研
究
の
一
つ
の
方
向
を
示
す
も
の
と
、
積
極
的
に
評
償
し
た
い
と
思
う
。

-138-
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モ
ン
ゴ
ル
以
降
の
い
わ
ゆ
る

「
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
史
研
究
に
つ
い
て
は
、

筆
者
の
専
攻
す
る
研
究
分
野
で
も
あ
る
の
で
、
節
を
改
め
て
述
べ
て
み
た
い
。

こ
の
分
野
の
研
究
は
、
わ
が
園
で
は
無
論
の
こ
と
、
世
界
的
に
も
ま
だ
ま
だ
遅

れ
て
い
る
。
本
田
貿
信
「

へ
ラ
l
ト
の
ク
ル
ト
政
権
の
成
立
」
(
『
東
洋
史
研
究
』

二一
1
l

一
一

一
九
六
二
)
は
、
サ
イ
フ
ィ
!
の

『
ヘ
ラ
l
ト
史
記
』
を
中
心
と

し
て
、
グ
l
ル
人
が
建
設
し
た
ク
ル
ト
朝
初
期
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
で
あ

る。

氏
は
、
主
と
し
て
、
イ
ル
日
ハ
ン
朝
と
の
閥
係
に
お
い
て
こ
の
王
朝
の
成

立
期
を
と
ら
え
て
い
る
。
先
駆
的
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
、
劃
期
的
な
研
究
で
あ

る
。
ク
ル
ト
朝
は
、
後
の
テ
ィ
ム

l
ル
朝
と
も
関
わ
っ
て
く
る
王
朝
で
あ
る

が
、
加
藤
和
秀
「
テ
ィ
ム

l
ル
と
ア
フ
カ
ニ
ス
タ
ン
」
〈
『
北
大
史
謬
』

一
一一

一
九
六
八
〉
は
、
本
田
氏
の
論
考
を
時
代
的
に
縫
承
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

同

「テ
ィ
ム
1

ル
の
イ
ン
ド
遠
征
」
(
『
歴
史
に
お
け
る
文
明
の
諸
相
』
東
京

一
九
七
四
〉
は
、
テ
ィ
ム
l
ル
の
イ
ン
ド
遠
征
を
、
ヤ
ズ
デ
ィ
l
の
『
イ
ン
ド

遠
征
日
誌
』
に
擦
っ
て
丹
念
に
記
述
し
た
も
の
。
力
作
で
あ
る
。

一
方
、
氏
は

同

「
〈
史
料
紹
介
〉

O
・
D
-
チ
ェ
ホ
ヴ
ィ
チ
編
者
、
ブ
ハ
ラ
の
ワ
タ
フ
文
書
」

(
『
東
洋
事
報
』
五
二
|
四

一
九
七

O
〉
に
績
き
、
同
「

一
四
世
紀
前
半
の

ブ
ハ
ラ
農
村
社
曾
に
関
す
る

一
考
察
」
(
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
一
四
|
一一

一
九
七

二
〉
で
、
チ
ェ
ホ
ヴ
ィ
チ
の
褒
表
し
た
ブ
ハ

l
-フ
の
ワ
タ
フ
文
書
を
研
究
し
、

農
村
吐
曾
と
遊
牧
民
と
の
関
係
の
究
明
を
め
ざ
し
た
。
今
後
、
既
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
テ
ィ
ム

l
ル
靭
や
、

「
シ
ャ
イ
パ

l
ェ
l
朝
」
の
ワ
タ
フ
文
書
の
研
績

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
間
野
英
二
「
テ
ィ
ム
l
ル
朝
の
枇
曾
」
(
『
岩

波
・
世
界
歴
史
』
八
一
九
六
九
)
は
、
わ
が
園
初
の
本
格
的
な
テ
ィ
ム
l
ル

朝
史
研
究
の
論
考
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
テ
ィ
ム

l
ル
朝
を
中
心
と
し
て
、
極
め
て
僅
か
ず
つ

で
は
あ
る
が
、

嘗
該
地
史
料
を
利
用
し
た
論
説
が
現
わ
れ
て
き
て
い
る
。
わ
が

園
に
お
け
る
こ
の
分
野
の
研
究
も
、
よ
う
や
く
絡
に
つ
い
た
の
観
が
あ
る
。
今

後
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
中
央
ア
ジ
ア
史
、
或
い
は
、
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
史
の
流

れ
と
も
深
い
闘
わ
り
を
も
っ
テ
ィ
ム
l
ル
靭
史
研
究
の
、
質
量
と
も
に
充
質
せ

ん
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
テ
ィ
ム
l
ル
朝
時
代
に
は
、
中
央
ア
ジ
ア
史
上
、
最

も
多
く
の
史
書
が
書
か
れ
、
そ
の
残
存
率
も
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
研
究
者
の
数
は
極
め
て
少
な
く
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、
先
に
掲

げ
た
加
藤
、
間
野
繭
氏
の
ほ
か
、
昨
年
、
「
ア
ジ
ア
文
化
研
究
禽
」
で
、
「
テ
ィ

ム
l
ル
朝
の
権
力
構
造
」
と
題
し
て
口
頭
設
表
し
た
岡
田
信
弘
氏
を
数
え
る
だ

け
で
あ
る
。
テ
ィ
ム

l
ル
朝
史
研
究
を
め
ざ
す
皐
徒
の
輩
出
せ
ん
こ
と
が
切
に

望
ま
れ
る
現
扶
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
テ
ィ
ム
l
ル
靭
の
周
遊
諸
勢
力
の
研
究
が
早
急
に
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
、
テ
ィ
ム
!
ル
朝
を
滅
亡
へ
と
追
い
や
っ
た
ウ
ズ

ベ
グ
苦
闘
し
て
は
、

そ
の
研
究
の
必
要
性
が
説
か
か
が
ら
も
、
現
在

宅

見
る
べ
き
研
究
が
な
い
。
佐
口
透

「
カ
ザ
l
フ
H

大
オ
ル
ダ
の
種
族
集
圏
」(『
東

洋
史
研
究
』
二
五
|
一

一
一

九
六
六
)
に
、
遊
牧
時
代
の
ウ
ズ
ベ
グ
に
閲
す
る

若
干
の
記
述
が
あ
る
ほ
か
は
、
や
は
り
、
同
氏
の

コ
l
カ
ン
ド
汗
園
に
闘
す
る

一
連
の
論
説
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
ろ
う。

し
か
し
な
が
ら
、
一

筋
で
も
醐
刷
れ
た
ご
と
く
、
ゥ
ズ
ベ
グ
史
研
究
の
震
の
環

境
も
、
従
来
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
程
良
化
し
て
き
て
い
る。

筆
者
は
、

今
後
、
ウ
ズ
ベ

グ
民
族
史
の
研
究
を
め
ざ
す
つ
も
り
で
あ
る
が
、
以
下
、
一
五

世
紀
か
ら
一
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ウ
ス
ベ
グ
族
、
す
な
わ
ち
、
遊
牧
ウ
ズ

ベ
グ
族
の
研
究
に
利
用
で
き
る
文
献
資
料
を
、
ウ
ズ
ベ
グ
側
の
そ
れ
を
中
心
と

し
て
極
く
筒
翠
に
紹
介
し
、
ウ
ズ
ベ

グ
民
族
史
研
究
の

「
展
望
L

に
代
え
た
い
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と
思
う
。

「
ウ
ズ
ベ
グ
」
の
名
稽
は
、
金
帳
汗
闘
汗
ウ
ズ
ベ

ク
(
在
位
一
一
一
二

三

|
一

三
四

一〉

が
有
名
で
あ
る
が
、
キ
プ
チ
ャ
ク
草
原
の
遊
牧
民
を
表
示
す
る
語
と

し
て
初
め
て
「
ウ
ス
ベ
グ
」
の
名
稽
が
使
わ
れ
る
の
は
、

一
四
世
紀
末
の
事
件

を
記
し
た
テ
ィ
ム
l
ル
朝
史
料
に
お
い
て
で
あ
る
。
省
時
に
闘
し
て
、
ウ
ス
ベ

グ
側
に
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ウ
ズ
ベ
グ
史
料
に
記
述
が
現
わ
れ
て
く

る
の
は
、
「
シ

ャ
イ

ハ
l
ニ
l
朝
」

の
察
官
M

上
の
創
始
者
で
あ
る
ア
ブ
ル
ハ

イ

ル
"
ハ
1

ン
(
在
位
一
四
二
八
|
六
八
)
の
時
か
ら
で
あ
る
。

ω
司
、
江
主
一
l

札
、
山
富
ミ
J
R
p
a
マ』円、
H
h
z
N

は
、
二
ハ
世
紀
の
中
頃
、
「
シ
ャ
イ
パ

l
ニ
l
朝
」
の
宮
廷
史
家
マ
ス
ウ
l
デ

ィ
に
よ
っ
て
ベ
ル

シ
ア
語
で
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
題
名
が
示
す
通
り
、
ア

プ
ル
ハ
イ
ル
を
賛
美
す
る
こ
と
に
終
始
し
て
お
り
、
袋
飾
の
多
い
ベ
ル
シ
ア
語

は
讃
み
づ
ら
い
。
大
英
国
博
物
館
所
蔵

〉《
Z

-

N
由】∞∞

の
篤
本
を
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ

ル
ム
で
将
来
し
た
が
、
あ
ま
り
良
好
な
篤
本
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、

『
一
五

|
一
八
世
紀
の

カ
ザ
l
フ
汗
園
資
料
集
』
♀
苫
ミ
句
、
h
h
a
h
F
h
h
o

ミ
ミ
N
O
、
h
h
h
h

民
E
Q
N
R
R
N
N
G
Rミ匂

E
Nて
し
円
て
と
H
R
5
5
〉
』
冨
中
〉
、
z-H也包
)

に
牧
録
さ
れ
て
い
る
露
謬
の
方
が
利
用
し
や
す
い
。

ア
ブ
ル
ハ
イ
ル
を
嗣
い
で
遊
牧
ウ
ズ
ベ
グ
勢
力
を
統
合
し
、
途
に
は
、
テ
ィ

ム
|
ル
朝
を
滅
亡
さ
せ
た
シ
ャ
イ
パ
1

ニ
l
N
ハ
|
ン
に
闘
す
る
史
料
と
し
て
、

ま
ず
、
二
ハ
世
紀
初
頭
に
書
か
れ
た

ω

M
J
H
足
、
民
主
ょ
の
2
N
足白
ーー
ミ
宮
崎
之
内
白
誌
を
目
白

が
あ
げ
ら
れ
る
。
チ
ャ
ガ
タ
イ
H

ト
ル
コ

誌
で
醤
か
れ
た
散
文
作
品
で
あ
る
。

天
地
創
造
に
始
ま
り
、

チ
ン
ギ
ス
u
ハ
l
ン
と
そ
の
後
奇
の
歴
史
、
テ
ィ
ム
l

ル
の
活
動
等
を
記
し
た
後
、
シ
ャ
イ
ハ

l

ニ
l
u
ハ
l
ン
の
事
肢
を
述
べ
て
い

る
。
著
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
シ
ャ
イ
バ

l

ニ
l
H
ハ
l
ン
を
中
心
と
し
た
複

数
の
人
聞
に
よ
っ
て
書
か
れ
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

史
料
は
、
ウ
ズ
ベ

グ
史
料
群
の
中
で
最
も
早
い
時
期
に
完
成
さ
れ
た
も
の
の

一

つ
で
あ
る
こ
と
や
、
賞
事
者
た
る
シ
ャ
イ
パ
1

ニ
l
H
ハ
l
ン
が
絞
述
に
加
わ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
貼
な
ど
か
ら
し
て
、

シ
ャ

イ
パ
l

ニ
l
H
ハ
l
ン
時
代

の
ウ
ズ
ベ
グ
族
を
研
究
す
る
上
で
最
も
重
要
な
文
駅
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

潟
本
は
二
つ
(
ロ
ン
ド
ン
と
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
)
現
存
す
る
が
、
そ
の
フ

ァ

ク
シ
ミ
リ
版
が

一
九
六
七
年
に
タ
シ
品
ケ
ン

卜
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
ロ
ン
ド
ン

定
本
を
底
本
と
し
て
、
直
接
入
手
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
潟

本
で
、

ロ
ン
ド
ン
篤
本
の
歓
を
補
い、

雨
者
の
異
同
を
記
し
て
あ
る
の
で
非
常

に
便
利
で
あ
る
。

し
か
し
、
湾
民
が
多
少
見
に
く
い
の
で
、
九
七

O
(
一
五
六

二
/
六
三
〉
年
の
奥
書
が
あ
っ
て
、

潟
本
と
し
て
は
、
よ
り
債
値
の
高
い
ロ
ン

ド
ン
潟
本
(
大
英
博
物
館
蔵

O
円・
ω
N
N
N)

を
マ
イ
ク

ロ
フ

ィ
ル

ム
で
将
来
し

た
。
筒
、
前
掲
「
カ
ザ
l
フ
汗
闘
資
料
集
』
に
抄
謬
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
の
で

参
照
で
き
る
。

ベ
レ
ズ
ィ

ン
が
、

一
八
四
九
年
に
カ
ザ
ン
か
ら
テ
キ
ス
ト
と
露
課
と
を
設
表

し
たω
ま
と
宮
古
刊
誌
、
遺
品

ハ
k
h
a
q
g
s
E)

は、

ωの
異
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「
シ
ャ
イ
パ

l

ニ
l
H
ナ
l
メ
」
の
名
を

持
つ
作
品
が
、
現
在
、
こ
の

ωを
も
含
め
て
三
つ
あ
る
こ
と
は
わ
が
園
で
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の

一
つ
は
、
へ

ラ
1

ト
生
ま
れ
の
ベ
ナ
l
イ
!
の

ω
ま
3
Eミ
'
ミ
ミ
白

で
、
ベ
ル
シ

ア
語
の
作
品
で
あ
る
。
シ
ャ

イ
パ
1
ニ
1
H
ハ
l
ン
の
事
蹟
が
記

述
さ
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
は
仰
の
記
事
と
ほ
ぼ
卒
行
し
て
い
る
。
篤
本
が
ソ

連
邦
内
に
あ
る
の
で
、

テ
キ

ス
ト
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
カ
ザ
1

フ
汗

園
資
料
集
』
の
露
語
抄
謀
、
か
利
用
で
き
る
。
も
う

一
つ
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド

・
サ
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ー
リ
フ
の

伺

-g白
H
F
R州
諸
問

'E遠
白

で
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
川
ト
ル
コ
語
で
書
か
れ
た
マ
ス
ナ
ヴ
ィ

l
鐙
の
詩
作
品
で
あ

る
。
九
O
五
J
九
一
一
年
ハ
一
五

0
0
1
一
五
O
五
/
六
)
の
事
件
が
記
さ
れ

て
い
る
。
カ

l
シ
ム
莱
に
よ
っ
て
骨
局
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
寓
本
を
底
本
と
し
て
、

一
八
八
五
年
に
ヴ
ァ
ン
ペ
リ
ー
が
テ
キ
ス
ト
と
濁
謬
と
を
、

一
九
O
八
年
に
メ

リ
オ
ラ
ン
ス
キ
ー
ら
が
テ
キ
ス
ト
を
刊
行
し
て
い
る
。
雨
版
と
も
東
洋
文
庫
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

川

w
h
a
ミ
~
w
a
昌
弘
遺
品

は、

ωと
ほ
ぼ
一
致
し
た
内
容
を
持
つ
ベ
ル
シ
ア
語
の
詩
作
品
で
、
『
カ
ザ
l

フ
汗
図
資
料
集
』
に
露
謬
で
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

州

w

h
h
Sき
ぬ
苫
ー
ミ
謹
白
之
切
宮
b
ph

ミ

は
、
シ
ャ
ー
プ
ィ
イ
l
源
の
一
榊
撃
者
ル

1
0ス
ベ
ハ

l
ン
・
フ
ン
ジ

l
の
ベ
ル
シ

ア
語
作
品
で
、
九
一
四
(
一
五
O
八
|
O
九
)
年
に
起
き
た
シ
ャ
イ
パ

l
ニ
!
"

ハ
l
ン
の
射
カ
ザ
l
フ
遠
征
従
軍
記
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、

一
九
六
二
年
に

テ
ヘ
ラ

ン
か
ら
、
そ
し
て
、

C
『

E
Z
0
2
に
よ
る
濁
謬
(
部
分
割
拝
)
が
一
九

七
四
年
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
か
ら
護
刊
さ
れ
た
。
現
在
ま
で
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て

い
な
い
が
、
ウ
ズ
ベ
グ
と
カ
ザ
l
フ
と
の
閥
係
の
究
明
を
は
じ
め
、
様
々
な
方

面
で
の
研
究
に
、
大
い
に
利
用
債
値
の
あ
る
史
料
と
思
わ
れ
る
。

時
代
が
下

っ
て
、
一
七
世
紀
に
書
か
れ
た
史
料
と
し
て
、
パ
ル
フ
の
文
書
管

掌
官
を
し
て
い
た
ワ
リ
!
の

削
W

N
w
h
p
、
三
-
A
師、品、
L

ご
h
h
s
h
ミ
F

ミ・
と
と
号

が
あ
げ
ら
れ
る
。
ワ
リ

l
は
、
そ
の
役
職
柄
、
前
時
代
の
文
献
を
数
多
く
渉
磁

し
た
よ
う
で
あ
る
。
他
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述
を
も
多
く
包
含
し
て
い
る
。

『
カ
ザ
l
フ
汗
園
資
料
集
』
の
一
箆
謬
が
利
用
で
き
る
。

州

問

告

白

k
h
E・1
2ユ

は
、
ヒ
ヴ
ァ
汗
園
の
君
主
ア
ブ
ル
ガ
l
ズ
ィ

l

〈
一
六

O
三
l
六一
二
)
に
よ
る

ト
ル
コ
語
の
作
品
で
あ
る
。
著
者
が
、
「
シ
ャ
イ
パ

I
ニ
l
靭
」

と
は
家
系
を

異
に
す
る
ヒ
ヴ
ァ
汗
園
系
の
出
身
だ
け
あ
っ
て
、
ア
ブ
ル
ハ
イ
ル
や
シ
ャ

イ
パ

l
ニ
l
に
批
判
的
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
デ
メ
ゾ
ン

が
、
テ
キ
ス
ト
と
悌
謬
と
を
一
八
七
一
|
七
四
年
に
ベ
テ
ル

ス
ブ
ル
グ
か
ら
裂

表
し
た
。

一
九
七
O
年
に
、
リ
プ
リ
ン

ト

版
が
出
て
利
用
し

易
く
な
っ
て
い

る。
以
上
、
現
在
わ
が
園
で
利
用
で
き
る
文
献
資
料
を
極
く

筒
翠
に
紹
介
し
た

が、

一
五

l
一ムハ
世
紀
初
頭
の
ウ
ズ
ベ
グ
史
研
究
に
は
、
他
に
、
テ
ィ
ム

l
ル

朝
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
朝
、
モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン
汗
園
側
の
史
料
も
利
用
で
き

る
。
中
で
も
、
バ

l
ブ
ル
の

帥

切

息

苦『
E

詰
ぬ
さ
白

は
、
シ
ャ
イ
パ

l
ニ
l
n
ハ
l
ン
と
子
文
を
交
え
た

嘗
事
者
の
目
撃
談
と
し

て
、
第
一
級
の
史
料
で
あ
る
。
他
に
、

二
節
で
と
り
上
げ
た

ω
同
d
m

尚
三
主
-
H

勾
h
h
p
m
弘
同

も
、
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
側
の
史
料
と
し
て
、
償
値
の
高
い
作
品
で
あ
る
。
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以
上
、
「
中
央
ア
ジ
ア
・

テ
ュ

ル
ク
民
族
史
研
究
の
展
望
」
に
名
を
借
り
て
、

筆
者
自
身
の
め
ざ
す
研
究
の
方
針
を
述
べ
て
み
た
。
今
後
の
研
究
課
題
は
、
何

よ
り
も
ま
ず
、
地
域
的

・
時
代
的
空
白
を
埋
め
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
潟
に

は
、
研
究
の
質
的
向
上
は
勿
論
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
そ
の
量
的
増

加
が
よ
り
笠
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
現
在
こ
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
研

究
者
が
、
本
稿
で
あ
げ
た
諸
先
謬
に
ほ
ぼ
重
き
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
誠
に

も
っ
て
寒
々
し
い
限
り
で
あ
る
。
研
究
者
そ
の
も
の
の
増
加
が
、
ま
ず
第

一
に
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笠
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

註①

間

野

英
二
「
回
顧
と
展
笠
(
北
ア
ジ
ア
)
」
(
『
史
筆
雑
誌
』

七
七
|
五

一
九
六
八
)
一一
六
O
頁。

②

援

本
方
雄

「回
顧
と
展
望

(
中
央
ア
ジ
ア
ご

(『史
謬
雑
誌
』

七

九

六

一
九
七

O
)
二
凶
七
頁
。

③
長
浬
和
俊
「
近
年
に

お
け
る
内
陸
ア
ジ
ア
史
の
研
究
動
向
」

(『
史
撃
雑

誌
』

七
一
|
一
一
一
一
九
六
二
〉
六
二
頁
。

④
榎
本
方
雄

「
「
ア
ジ
ア
文
化
研
究
」
の
創
刊
に
よ
せ
て
」
(
『
ア
ジ
ア
文
化

研
究
』
創
刊
蹴
一
九
六
八
)
二
1
一一一頁
。

⑤

森

安

孝
夫
・
梅
村
坦
「
回
願
と
展
望
(北
ア
ジ
ア

・
中
央
ア
ジ
ア
)
」
(『
史

撃
雑
誌
』
八
二
|
五

一
九
七
三
〉
二
三
五
一良。

⑥

山
田
信
夫
『
日
本
に
於
け
る
蒙
古

・
中
央
ア
ジ
ア
研
究
小
史
』
(金
程

九
七

O
)
六
二
頁。

⑦

羽

田

明

「
サ
ト
ゥ
ク

・
ブ
グ
ラ

・
ハ
l
ン
停
設
に
つ
い
て
」

(
一
J
一
一一
一

頁
)
、
小
田
誇
典
「
O
E色
町町
ロ
切
に
お

と
イ
ス
ラ

ム
受
容
」

(
一
四
J
一一一

三
頁
)。

⑤

三

上

次
男

・
護
雅
夫
・
佐
久
間
重
男
『
中
園
文
明
と
内
陸
ア
ジ
ア』

(東

京

一
九
七
四
〉
二
七
七
!
二
七
八
頁
。

⑤

山
田
信
夫
「
ウ
イ
グ
ル
文
書

一
資
料
と
研
究
」
(『
中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化

研
究
の
課
題
と
方
法
』
盟
中
一
九
七
五
)一ニ
九
頁
。

⑪

小
松
久
男
「
回
顧
と
展
望
(
中
央
ア
ジ
ア
)
」
(
『
史
皐
雑
誌
』
八
四
|
五

一
九
七
五
)
二
四一

頁
。

⑪
同
右
。

⑫
例
え
ば
、

佐
口
透

「ト
ル
キ
ス
タ

ン
の
諸

ハ
ン
園
」
(『
岩
波

・
世
界
歴
史
』

一
三
一

九
七

一
)
四
四
頁
。
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